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2013年3月期決算

 
サマリー

2012年3月期

（実績）

2013年3月期

（実績）
増減

受注高 3,949 4,285 +336

売上高 4,120 4,263 +142

営業利益 232 250 +18

経常利益 210 256 +45

当期純利益 28 153 +12４

実績レート 1ドル

 

＝ 79.1円 1ドル

 

＝ 84.4円 ―

想定レート
（上期）1ドル

 

＝

 

80円

（下期）1ドル

 

＝

 

75円
1ドル

 

＝ 75円 ―

（単位：億円）

１. 決算概要
(１/２)
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2013年3月期 決算説明会

（単位：億円）

受注高 売上高 営業利益

2012年

3月期

2013年

3月期
増減

2012年

3月期

2013年

3月期
増減

2012年

3月期

2013年

3月期
増減

報
告
セ
グ
メ
ン
ト

風水力事業 2,781 2,979 +198 2,860 3,055 +194 155 159 +3

エンジニア

 
リング事業

512 666 +153 501 524 +23 3 51 +48

精密・電子

 
事業

617 622 +4 683 665 △18 65 33 △32

その他の事業 37 16 △20 74 17 △57 6 5 △0

調整額 ― ― ― ― ― ― 1 1 △0

合計 3,949 4,285 +336 4,120 4,263 +142 232 250 +18

(２/２)2013年3月期決算

 
セグメント別

１. 決算概要
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2013年3月期 決算説明会

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

受注

売上

営業利益

単位：億円

１. 決算概要
2013年3月期決算

 
風水力事業 (１/６)

5

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

【受注】１２年３月期実績より増加

・コンプレッサ・タービン事業

 

新興国向けが好調

・コンプレッサ・タービン事業の売上増

・コンプレッサ・タービン事業・冷熱機械事業

・石油・ガス市場、化学市場の投資が活発

【売上】１２年３月期実績より増収

・冷熱機械事業

 

中国向けが伸び

【営業利益】１２年３月期実績より微増

・為替の影響

中国などの新興国を中心に堅調に推移

・ポンプ事業

 

低採算案件増加

+198

+194

+3
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１. 決算概要
2013年3月期決算

 
風水力事業 (２/６)

売上

収益性

固定費

為替

【変動の要因】

（単位: 億円）

6

2012年3月期 2013年3月期
実績 実績

180

140

150

160

190

170

130

155

159

＋24

△18

＋17

△20

＋3
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・

 

O&M

 

安定的な収益の創出

受注

売上

営業利益

単位：億円

・

 

EPC

 

DBO案件を含む複数件を受注計上

・

 

内示案件も複数あり（１４年３月期計上見込み）

【売上】１２年３月期実績より微増

【営業利益】安定的な収益構造へ

１. 決算概要
2013年3月期決算

 
エンジニアリング事業 (３/６)

7

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

・

 

海外案件の引渡完了（１２年３月期末）

825

512

666
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9
3

51

0

20

40

60

80

・

 

O&M

 

延命化工事等が増加
501

524516

400
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500

550
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700

+23

+153

+48

【受注】１２年３月期実績を上回る
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１. 決算概要
2013年3月期決算

 
エンジニアリング事業 (４/６)

（単位: 億円）

8

売上

収益性

固定費

【変動の要因】

2012年3月期 2013年3月期
実績 実績

20

10

0

60

50

40

30

51

＋7

△5
＋40

＋48

＋6

海外プロジェクトの
工事損失が無くなる
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受注

売上

営業利益

単位：億円

１. 決算概要
2013年3月期決算

 
精密・電子事業 (５/６)

9

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

11/03
実績

12/03
実績

13/03
実績

【受注】１２年３月期実績並

【売上】１２年３月期実績より減収

・低採算案件の売上により収益性が悪化

・ 世界的な景況感の悪化で半導体需要は依然低迷

・ 一部を除き半導体メーカの設備投資計画が延期に

・ 低調な受注により売上も落ち込む

・ 一部の客先の微細化投資は堅調

【営業利益】１２年３月期実績比で減少

・売上減少

746
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2013年3月期 決算説明会

１. 決算概要
2013年3月期決算

 
精密・電子事業 (６/６)

売上

収益性

【変動の要因】（単位: 億円）

10

2012年3月期 2013年3月期
実績 実績
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2013年3月期 決算説明会

地域別売上構成

12年3月期 13年3月期

日本

アジア

中東

欧州

北米

その他

海外売上比率
44.0%

海外売上比率
50.6%

売上

 

4,120億円 売上

 

4,263億円

(１/１)
１. 決算概要

24.1%

3.0%

6.1%
8.8%

2.0%

56.0%

27.5%

3.5%

5.9%

10.7%

3.0%

49.4%
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2013/3月期 2012/3月期

(１/２)

現預金＋有価証券

264億円増加

2013年3月期決算

 
貸借対照表

１. 決算概要

12

（単位：億円）

2012年3月31日

現預金

 
+有価証券
(1,143)

現預金

 
+有価証券

(878)

流動資産
3,632

流動資産
3,462

固定資産
1,427

繰延税金資産

49億円減少繰延税金資産
(306)

繰延税金資産
(257)

固定資産
1,412

2013年3月31日
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2012/3月期 2013/3月期

(２/２)

2012年3月31日

2013年3月期決算

 
貸借対照表

１. 決算概要

13

有利子負債

47億円減少

純資産

371億円増加

（単位：億円）

流動負債
2,457

有利子負債

 
(1,389) 固定負債

670

純資産
1,917

流動負債
2,503

有利子負債
(1,436)

固定負債
839

純資産
1,546

2013年3月31日
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38
62 55 56

65
68 67

140

195

85

0

50

100

150

200

資本的支出・減価償却費 研究開発費

12年3月期
実績

13年3月期
実績

14年3月期
計画

12年3月期
実績

13年3月期
実績

14年3月期
計画

（単位：億円）（単位：億円）

研究開発費（上期）

研究開発費（下期）

127123

38

50
123123

(１/２)

資本的支出（上期）

資本的支出（下期）

減価償却費（上期）

減価償却費（下期）

１. 決算概要
補足情報
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125

340

300

△ 88

△ 160

△ 331

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

564
452

872

937

335

564

814

1,040

1.1

1.0

0.7

0 . 6

0

500

1,000

1,500

2,000

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

キャッシュフロー

14年
3月期
計画

12年

 

3月期
実績

14年

 

3月期
計画

12年

 

3月期
実績

13年

 

3月期
実績

13年

 

3月期
実績

有利子負債残高

11年
3月期
実績

12年
3月期
実績

13年
3月期
実績

14年
3月期
計画

1,604

1,436
1,389

（単位：億円） （単位：倍）（単位：億円）

(２/２)
１. 決算概要

補足情報
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1,149

現金及び現金同等物

NET有利子負債

D/Eレシオ

有利子負債
営業活動キャッシュフロー

投資活動キャッシュフロー
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2013年3月期 決算説明会

風水力事業
3,055億円 国内官公需

石油・ガス

建築設備

電力
その他

半導体

2013年3月期
売上

 

4,263億円

2014年3月期の事業環境

主な事業環境

石油・ガス
→

 

エネルギー関連市場が継続的に伸び、市場規模は拡大傾向が続く
国内官公需

→

 

国土強靭化計画の進展度合いによるが安定的

半導体
→

 

１３年３月期からの市場環境悪化が継続、顧客の設備投資は年後半か

２. 今期の見通しと
経営戦略

(右円)
風水力事業の業界別内訳のイメージ

建築設備
→

 

国内中心、安定的

(１/１)

精密・電子事業
665億円

17

エンジニアリング
事業

 

524億円

国内官公需



2013年3月期 決算説明会

2013年3月期

（実績）

2014年3月期

（計画）
増減

受注高 4,285 4,970 +684

売上高 4,263 4,220 △43

営業利益 250 290 +39

経常利益 256 280 +23

当期純利益 153 150 △3

実績レート 1ドル

 

= 84.4円 ― ―

想定レート 1ドル

 

= 75円 1ドル

 

= 90円 ―

2014年3月期

 
業績見通し (１/２)

２. 今期の見通しと
経営戦略

18

（単位：億円）
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（単位：億円）

受注高 売上高 営業利益

2013年

3月期

2014年

3月期
増減

2013年

3月期

2014年

3月期
増減

2013年

3月期

2014年

3月期
増減

報
告
セ
グ
メ
ン
ト

風水力事業 2,979 3,150 +170 3,055 3,100 +44 159 200 +40

エンジニア

 
リング事業

666 1,180 +513 524 480 △44 51 50 △1

精密・電子

 
事業

622 620 △2 665 620 △45 33 40 +6

その他の事業 16 20 +3 17 20 +2 5 0 △5

調整額 － － － － － － 1 － △1

合計 4,285 4,970 +684 4,263 4,220 △43 250 290 +39

19

業績見通し

 
セグメント別 (２/２)

２. 今期の見通しと
経営戦略
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2,860

3,055
3,100

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

(１/３)

受注

売上

営業利益

業績見通し

 
風水力事業

２. 今期の見通しと
経営戦略
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13/03
実績

14/03
計画

12/03
実績

単位：億円

【受注計画】１３年３月期実績を上回る見込み

・エネルギー関連投資の取り込み（シェールガス等）

・アジア地域での需要拡大

【売上計画】１３年３月期実績を上回る見込み

・ポンプ、冷熱機械事業

 

アジア地域での売上拡大

・コンプレッサ・タービン事業

 

北米・中国など
投資拡大地域での売上拡大

【営業利益計画】１３年３月期実績以上を目標

・増収効果

・収益性改善

+170

+44

+40

2,781

2,979

3,150

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

155
159

200

120

140

160

180

200

220

13/03
実績

14/03
計画

12/03
実績

13/03
実績

14/03
計画

12/03
実績
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受注

売上

営業利益

単位：億円

【受注計画】１３年３月期実績を大きく上回る見込み

・

 

EPC

 

内示済案件の受注計上

・

 

O&M

 

基幹的設備改良工事などの受注増

【売上計画】１３年３月期実績より微減

・

 

EPC

 

売上減少

【営業利益計画】１３年３月期実績並みを確保

・O&M

 

収益力安定

(２/３)
２. 今期の見通しと

経営戦略 業績見通し

 
エンジニアリング事業

21

+513

△44

△1
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実績

14/03
計画

12/03
実績

13/03
実績

14/03
計画

12/03
実績
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受注

売上

営業利益

単位：億円

(３/３)
２. 今期の見通しと

経営戦略 業績見通し

 
精密・電子事業

22

【受注計画】１３年３月期実績並み

・ 今年度も市況の低迷が続く見込み

・ 一部ファウンダリ顧客の微細化投資は継続見込み

【売上計画】１３年３月期実績を下回る見込み

・ 前年度末の受注残が少なく、売上は低迷

【営業利益計画】１３年３月期実績以上を目標

・ 低採算案件の減少に起因する収益性改善を見込む

・ 微細化などの開発は項目を限定して継続

617 622 620
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△2
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13/03
実績

14/03
計画
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実績
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12/03
実績

13/03
実績

14/03
計画

12/03
実績
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(１/４)
２. 今期の見通しと

経営戦略

23

継続していくこと

変化すべきこと

現・中期経営計画『E-Plan2013』の基本方針を受け継ぐ

｢製造業｣であると共に｢サービス業｣でもあることを意識し
事業体制を変革していく

経営戦略

(1) 経営方針

１．重点地域での“域産域消”を推進すると同時にグローバルな視点に基づく
最適地生産および製品供給を確立

２．中核事業の領域拡大による新市場への進出

３．科学的アプローチによる“ものづくり”プロセスの最適化

４．事業領域のグローバル化に即した本社機能の拡充

１．重点地域での“域産域消”を推進すると同時にグローバルな視点に基づく
最適地生産および製品供給を確立

２．中核事業の領域拡大による新市場への進出

３．科学的アプローチによる“ものづくり”プロセスの最適化

４．事業領域のグローバル化に即した本社機能の拡充
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▲

24

▲荏原エリオット

●

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲
▲▲

▲

●

 

生産拠点

 

/ サービス&サポート拠点
▲

 

サービス＆サポート拠点

当社の強み

グローバルな事業基盤

ブランド力

アフターへの取り組み

「グローバル化」と「サービス＆サポート需要獲得」により成長力と収益安定性の両立を実現

コンプレッサ・タービン事業

 
売上高構成比

コンプレッサ・タービン事業

 
売上高構成比

海外

サービス

 
＆サポート

国内

製品販売

● Elliott 
Company

▲

戦略的重点地域

1. コンプレッサ・タービン事業の強み

２. 今期の見通しと
経営戦略 経営戦略 (２/４)

(2) 戦略的投資の必要性

http://www.eetc.ebara.com/index.html
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◎

◎◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

富津工場
藤沢工場

◎

 

生産拠点
▲

 

サービス＆サポート拠点

◎

▲

▲

当社の課題

グローバルな事業基盤

ブランド力
アフターへの取り組み

成長と安定収益を実現するには、更なる「グローバル化」と
「サービス＆サポート需要獲得」の加速が必要

ポンプ事業

 

売上高構成比
ポンプ事業

 

売上高構成比

海外

サービス

 
＆サポート

国内
製品販売

◎

2. ポンプ事業の課題

２. 今期の見通しと
経営戦略 経営戦略 (３/４)

(2) 戦略的投資の必要性
戦略的重点地域
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(４/４)
２. 今期の見通しと

経営戦略

26

経営戦略

(3) ポンプ事業への戦略投資計画について

サービス＆サポート事業を迅速に強化

・性能の向上や最適化・機能の向上

 
等の顧客ニーズへ、

 最適解を提案できる高い技術力と設備能力の強化

・販売とサービス＆サポートを一体にして提案

など

・サービス＆サポート拠点を最適な地域に設置
→

 

納入実績の多い地域を重要地域として位置づけ

→

 

リレート(最適化改造)案件をモデルケースに

→

 

顧客のニーズに合わせた形で新たな仕組みを導入
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本資料に記載されている業績予想・計画ならびに将来予測は、本資料の

 発表日現在において入手可能な情報および、将来の業績に影響を与える

 不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定、を前提としています。

 実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性が

 あります。
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